やまなし環境学習プログラム小学校高学年版

第１時　いろいろな発電の方法

目標：エネルギーの意味を知り、火力発電と新しい発電(太陽光発電・風力発電)の特徴をそれぞれ理解する。
	
	学習内容・活動
	指導上の留意点および支援の工夫
	教材資料

	導入

10

分


	1. 学習のねらいを確認
これから環境をテーマに授業を行うことを確認し、エネルギーの意味を知る。
手回し発電を実演して、発電の仕組みを確認する。


	(導入の言葉の後)
「今日は、エネルギーについて学習します。エネルギーという言葉からどんなことを思い浮かべますか？」

· 電気、力、食べ物、太陽、熱

「特に、今日は身近なエネルギー、電気について学習します。これは手回し発電です。ハンドルをぐるぐる回すと電気ができて、豆電球が光ります。しかし、人間の力では安定した大きな電気を作ることができません。他に電気を作る方法にはどんなものがありますか？」

　・火力、水力、風力、太陽光、原子力


	掲示

手回し発電・豆電球

代替：蓄電型でハンドルを30回転して点灯時間を確認

掲示

	展

開

25

分
	2. 発電学習
3つの発電方法が学習する。

(1) 火力発電(10分)
指導者が前で実演する。児童が行う実験ではない。

(2) 風力発電(8分)
テーブルごとに児童が協力してうちわを使って発電体験をする。実験の前にミニカーのスイッチオフを最終確認する。


	「これは火力発電の模型です。ガスコンロでフラスコの水を加熱するので、どうなるかみてください。」

(沸騰までの時間調整でワークシートを配布し記名)

「本当に電気ができたのか、このプロペラで確認してみます。それでは、ワークシートが穴埋めになっていますので、1番の火力発電コーナー、□の中に入る言葉を書いてください。」

(答え合わせ)
「なお、火力の場合、このように水蒸気で羽根車を回転させますが、水力の場合、水が上から下に流れる力で羽根車を回転させます。」

「次に、風力の場合、風の力で風車を回転させます。この装置は電気がミニカーの中にためられるようになっています。いまから3分間、テーブルごとに協力して、うちわをあおいで風車を回します。どのぐらい発電できたかを確かめるため、最後にミニカーの競争をします。」

(3分後)
	火力発電模型

※熱湯に注意

　事前にある程度

　水を温めておく

プロペラモータ

ワークシート1

(火力発電)

風力発電ミニカー

うちわ

ストップウオッチ

もしTT授業が可能であれば、(2)と(3)の実験はクラスを2つに分けると効果的


	
	(3) 太陽光発電(7分)
指導者が前で実演する。児童が行う実験ではないが、児童に実験補助をさせてもよい。残り時間に応じて以下の実験を行う。
　例1：照射時間の違い

　　30秒間vs.60秒間

　例2：照射量の違い

　　60秒照射1台は紙で遮る


	「それではミニカーの競争をするので、テーブルに並べてください。よーいドン!!!」

「それでは、ワークシート2番の風力発電コーナー、□の中に入る言葉を書いてください。」

(答え合わせ)
「最後に、太陽光の力で動くミニカーを使って、実験をします。この装置は太陽電池により電気がミニカーの中に貯められるようになっています。太陽光の代わりにこちらの白熱灯を利用します。2台のミニカーの違いをよくみてください。」

「それでは、ミニカーレースを行います。」

「よーいドン!!!」　

「それでは、ワークシート3番の太陽光発電コーナー、□の中に入る言葉を書いてください。」

(答え合わせ)

	ワークシート1

(風力発電)
太陽光発電ミニカー

白熱灯2つを準備

紙など光を遮るもの

ストップウオッチ

· 火傷に注意

ワークシート1

(太陽光発電)

	確認

10

分
	3. まとめ
発電方法について、実験結果から考える。

ワークシートのまとめを発表し、仲間の考えを聞くことで学習の振り返りをする。


	「今日は、火力、風力、太陽光の発電を学習しました。ワークシートの裏側にまとめがあるので、記入してください。」

(3分後)
「火力発電の良い点、悪い点はどんなことですか？」

　○安定　×二酸化炭素を排出する

「新しい発電、太陽光や風力の良い点、悪い点はどんなことですか？」

○二酸化炭素を排出しない　×不安定

「今日の授業でわかったこと、もっと知りたいことについて、発表してくれる人はいますか？」

「次の時間では、今回の実験を踏まえて、山梨県の地球温暖化対策について学習します。」

	掲示






















発電方法には良い点と悪い点がそれぞれある





エネルギーとはなにかを動かす力





電気はいろいろな方法で作ることができる














